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「平成 24年度事務情報システム機器管理者講習会」実施報告 
 学術情報部情報政策グループ   １．平成 24年度事務情報システム機器管理者講習会について 
情報政策グループでは総合情報基盤センター（以下「センター」という。）にご協力いただき，事務情報システム機器管理者（以下「機器管理者」という。）を対象とした「事務情報システム機器管理者講習会」を，平成 24年 11月 1日（木），
8日（木），14日（水）の 3日間に 3回実施し，計 48名の方に受講していただきました。 この講習会は，機器管理者が実施すべき業務に関する知識を習得し，適切に業務を行っていただくとともに，PC やソフトウェアの適切な管理方法の習得により，PC障害の各種リスクを軽減し，軽微な障害に対応していただくことを目的としたものです。また，事務用 PCではOSのWindows７への移行を進めていることから，Windows７及びメールソフト Thunderbird の基本的な操作についても取り上げることとし，講師をお願いしたセンターの山田技術職員，小林技術職員及び金森技術職員並びに情報政策チーム員に，それぞれの担当箇所について，講習内容に沿ったテキストを作成していただきました。 講習会では，ネットワークの基礎や PCのセキュリティ対策，機器管理者の行う業務，Windows7及び Thunderbird の基本操作について説明及び実習を行い，理解を深めていただきました。また，コンピュータウイルス感染や PCの内部構造についても実際に確認していただきました。 
 ２．受講後のアンケート結果より 
講習会終了後にアンケートを実施し，受講者全員にご回答いただきました。 講習内容について，6%の方が「やや難しい」，
88%の方が「ちょうど良い」，2%の方が「やや易しい」，4%の方が「易しい」と回答されており，内容の理解についても「できた」方が 29%，「大体できた」方が 58%，「どちらともいえない」方
が 13%となり，大体の方に理解していただけたようです。講習内容については「自分には易しい（難しい）が機器管理者の知識としては適当」とのご意見もあり，機器管理者が必要だと思う知識に見合うものとすることができたと思いますが，専門用語などイメージしづらいものもあり，また特に初回は時間調整がうまくできず，ひと項目の説明や実習にかける時間が短かったため，難しい・理解しにくいと感じた方もいらっしゃったようです。 講習の進め方・説明の仕方については，56%の方が「良い」，31%の方が「やや良い」，8%の方が「どちらともいえない」，1%の方が「あまり良くない」と回答されており，説明や実習の時間を十分にとることができなかったことについてご指摘がありましたが，個々の説明については「聴き易かった」「例えの表現を使った説明がよかった」とのご意見をいただきました。また，実際にコンピュータウイルス感染を見て「脅威を実感できた」などのご意見もあり，通常の業務では実感しにくいものを意識していただくことができました。 
 ３．講習会を振り返って 
最近機器管理者を対象とした講習会を開催していなかったこともあり，本講習会では機器管理者の基本的な業務説明から Windows7 等の操作実習まで，幅広い内容を取り上げました。長時間の講習にもかかわらず実習時間など十分に確保することができませんでしたが，個々の業務だけでなく，全体の流れなども確認していただく機会とすることができたのではないかと思います。機器管理者の方々の業務における負担を少しでも軽減することができたのならば幸いです。 最後になりましたが，お忙しいなか時間を割いて講師を引き受けてくださいました山田技術職員，小林技術職員，金森技術職員，またアカウント発行等，講習会の実施にご協力くださいましたセンター職員のみなさまに深謝いたします。 
